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１．麦・大豆生産の現状と課題及び課題解決に向けた取組方針

※ 麦・大豆生産における課題（湿害対策、適期播種、土づくり、連作障害対策等の必要性等）を具体的に記載すること。
※ 課題解決に向けて取り組む内容及び今後の生産拡大に向けた方針を具体的に記載すること。

【現状と課題】
（現状）
美郷町は、水田面積における主食用米の作付割合が約64％を占める地域である。
近年、主食用米の国内需要が減少する中で、将来を見据え、加工用米等の生産拡大、園芸品目の導入等と併せて、大豆
の生産を拡大する必要がある。
麦・大豆産地生産性向上計画において、令和８年には面積で600ha、単収210kg/10a、生産量1,260tを目標に生産を向上さ
せ産地の生産性の向上を推進している。
（課題）
大豆の主な作付品種はリュウホウであり年間約1,000ｔを収穫している。全国の豆腐・豆乳企業に向けて販売されているが、
近年、湿害対策の実施とともに農地集積が進む一方で、農地拡大に伴う作業の遅れによって安定供給が達成できておらず、
県全体の方針と連携を図りつつ栽培技術向上を図ることによる作柄の安定化が必要である。
また、生産拡大と同時に、担い手への農地集積が急速に進んでいる現状を踏まえ、より効率的な生産を可能とする産地づ
くりのために、栽培技術の向上や機械導入による生産効率の向上による収量・品質の向上が必要となっている。
品質の向上については、本地域で生産している大豆は主にリュウホウであるが、出荷数量における１・２等の割合が１０～
２０％程であることから、更なる品質の安定に向けた取り組みが必要となっている。
【課題解決に向けた取組方針】
上位等級の高位安定化に向け産地の生産性の向上のため
・ 湿害対策及び効率的な営農に向け、大規模団地化形成を推進するため、水田活用の直接交付金の産地交付金を活用
し、大豆団地に取り組む生産者への助成を実施する。
・ 人口減少による人手不足を補い適期作業を確実に実施するため、効率的な営農を可能とする機械導入（は種機や管理
機、収穫機等）により単収の向上と品質の安定を推進する。



２．産地と実需者との連携方針

本地域で生産された大豆を幅広くＰＲしていくためにも、大豆加工メーカー、ＪＡ、町等が連携し、これまで以上に実需者の
ニーズに沿った大豆生産に繋げていく。

        現状（Ｒ６）

 目標（Ｒ９）

※ 産地と実需者については具体的な名称を記載すること。
※ 麦の実需者は、麦を原料とした加工品等の製造を業とする者（製粉会社、製パン会社、製麺会社等）とする。
※ 大豆の実需者は、大豆を原料とした加工品等の製造を業とする者、大豆の販売を業とする者及びこれらの者が組織する法人その他の団体とする。
なお、販売を業とする者を実需者とする場合は、その者が販売する先（最終実需者）について、代表的な者の名称を記載すること。

※ 産地と実需者それぞれの国産麦・大豆取扱量の現状とおおむねの目標値を記載すること。

美郷町
生産戸数 48戸
面 積 725ha
生 産 量 1,136t

㈱相原商店、 ㈱神保秋田県主食集
出荷商業組合

(資)照井福治商店
出荷量 104t

ＪＡ秋田おばこ
出荷量 952t

ＪＡ秋田ふるさと
出荷量 79t

全国農業協同
組合連合会

㈱相原商店、㈱ミツマ、あづま食品㈱、相互商
事㈱、全国農協食品㈱、兼松ソイテック、埼玉
糧穀、武陽食品㈱

全国主食集出荷
組合連合会

その他（個人等）
出荷量 1t

美郷町
生産戸数 55戸
面 積 600ha
生 産 量 1,260t

㈱相原商店、 ㈱神保秋田県主食集
出荷商業組合

(資)照井福治商店
出荷量 110t

ＪＡ秋田おばこ
出荷量 1,060t

ＪＡ秋田ふるさと
出荷量 85t

全国農業協同
組合連合会

㈱相原商店、㈱ミツマ、あづま食品㈱、相互商
事㈱、全国農協食品㈱、兼松ソイテック、埼玉
糧穀、武陽食品㈱

全国主食集出荷
組合連合会

その他（個人等）
出荷量 5t



※ 産地と実需者との連携について、図等を用いて明示すること。
※ 取組の中心となる農業者等を必ず位置付けること。

３．麦・大豆の国産化に向けた推進体制及び各関係者の役割

美郷町

プランに基づいた推進

美郷町地域農業再生協議会

産地生産基盤パワーアップ
事業実施主体
地域農業再生協議会水田収

益力強化ビジョンを策定し、
需要に応じた米生産、大豆等
を含めた複合経営の推進を図
る。

美郷町

農業経営の安定化
高品質大豆の安定供給への取組

ＪＡ秋田おばこ

実需者との連携

土地改良区

大規模団地の形成

美郷町農業委員会

経営農地の集積

事業参画

大豆作付・団地化拡
大に向けた取組

出荷大豆の高品質化

取組の中心となる農業者

・継田農産

ＪＡ秋田ふるさと

実需者との連携

（資）照井福治商店

実需者との連携
秋田県仙北地域振興局
農林部農業振興普及課

営農指導等

実需者

㈱相原商店、㈱ミツマ、あづま
食品㈱、相互商事㈱、全国農協
食品㈱、兼松ソイテック、埼玉
糧穀、武陽食品㈱、㈱神保
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